
地

誠

硯
九
怨

解
二
班

三

三
二

の
で
は
無
論
な

い
｡

し
か
し
遠
か
ら
ず
此
小
さ
い
努
力
が
報
い
ら
れ
～7
日
が
凍
た
ら

ば
罫
に
地
方
地
質
の
解
決
で
は

な
い
｡
日
本
地
質
構
造
皮
目
本
第
三
紀
層
序
研
究
の
最
重
要
な
基
本
bJ
な
る
｡
ま
た
暦
序
撃
原
論
に
純
正
古
生
物
撃

に
多
-
の
貢
献
を
な
す
研
究
の
田
聴
鮎
ど
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0
油
田
問
題
の
止
に
も
多
少
の
利
益
が
あ
れ
ば

な
は
嬉
し

い
わ
け
で
あ
る
｡

始
終
親
切
に
教
導
n
れ
多
-
の
便
宜
私
輿

(
ら
れ
た
中
村
教
授
'
種
々
の
激
励
も
脇
は
つ
た
小
川
教
授
'
且
救
他
石
固
定
Li
多
-
の
教
示
]S
心
さ
れ

た
る
深
田
徳
米
代
に
探
-
謝
す
る
0
材
料
の
資
輿
'
標
本
の
労
政
､
其
他
の
嬰

不
払
下
さ
っ
た
大
村
'
千
谷
開
放
難
に
此
虚
に
軸
組
申
し
上
げ
る
O

(
昭
和
二
年
八
月
英
樹
か
4
ア
リ
タ
デ
に
て
梶
山
)

北

田

本

の

火

.山

背

大

橋
-

良

f

叫

造
山
帯
と
火
山
帯
及
び
地
歴
静

大
地
震
の
大
部
分
は
地
横
線
及
び
地
裂
兼
(『
地
構
線
ビ
造
山
背
』
地
理
撃
評
翰
第
四
食
上
､

一
九
二
八
､
塵
照
)
に
沿

ふ
て
凝
塊
す
る
も
の
で
あ
る
｡
第
三
紀
後
の
若
い
造
山
帯
を
網
の
目
の
よ
う
に
質
-
地
横
線
や
地
盤
線
.･i
.
大
抵
は

活
断
層
で
あ
っ
て
過
去
及
び
末
魂
に
亘

り
.
嘉

等
の
線
(貨
は
而
)
か
ら
地
震
を
起
す
'
著
者
は
捉
凍
唱

へ
ら
れ
で
ゐ

る
外
側
大
地
震
帯
ビ
か
､
内
側
地
震
帯
だ
か
い
ふ
無
意
味
な
考

へ
方
を
潔
-
投
げ
棄
て
～
'
造
山
帯
に

LL
致
す
る
地

震
帯
を
設
定
す

べ
き
で
あ
る
亡
者

へ
る
､
例

へ
ば
秋
田
地
方
tI･tら
ば
出
御
山
脈
に
伴
ふ
出
羽
地
震
帯

だ
.
敷
物
山
鹿



に
件
ふ
奥
羽
地
罷
鼎
亡
を
設
定
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
ビ
膚
す
る
も

の
で
あ
る
0

こ
れ
ビ
蚤
-
興
っ
た
意
味
に
於
て
Pi
火
山
群
な
る
も
の
も
亦
造
山
櫛
に
関
連
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
A,J
恩
ふ

例

へ
ぼ
奥
羽
山
腹
に
倖
ふ
部
費
火
山
帯
､
出
羽
山
鹿
に
件
ふ
鳥
梅
火
山
帯
の
如
き
考

へ
は
p
ま
こ
ど
に
各
群
的
で
あ

る

○
山
豚
は
ジ
ク
ス
撃
派
の
人
々
の
考

へ
る
ど
こ
ろ
の
も
の
ど
は
少
し
-
異

か
､
多
数
の
陸
塊
の

群
列
で
あ
る
､
蓮
等
の

慢
塊
は
造
山
帯
の
教
育
史
の
初
期
に
あ
つ
て
は
､
大
部
分
が
源
而
よ
-
も
迄
か
下
に
沈
ん
で
､
大
き
な
凹
地
背

(
め

ざ
だ
地
向
斜
の
言
葉
を
遮
-
)
を
形
成
L
で
.ゐ
る
け
紅
で
も
P
次
第
に
各
陸
魂
固
有
の
上
昇
運
動
を
起
し
て
隆
起
す

る
か
ら
出
陳
ど
な
る
の
で
あ
る
､
地
震
は
此
の
陸
塊
運
潮
の
薦
め
に
起
る
も
の
で
鳩
-
..
造
山
帯
の
教
育
に
は
必
然

的
に
坪
ふ
も
の
で
あ
る
｡

然
し
火
山
は
こ
れ
轟
に
必
然
的
な
隅
係
は
無
い
の
で
'
攻
を
造
山
帯
に
は
金
-
火
山
を
件
は
ぬ
こ
だ
さ

へ
あ
る
.
檀

し
鹿
我
に
放
け
る
火
山
作
用
を
考

へ
れ
ば
~
必
ず
造
山
昔
の
教
育
史
甲
の
何
れ
か
の
時
代
に
之
を
揮
っ
て
ゐ
る
も
の

で
あ
る
が
'
今
は
火
山
帯
に
銅
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
'
牧
童
の
火
山
に
放
て
の
み
考

へ
る
革
に
す
る
0

こ

火
山
の
根
原
昧
浅
い

我
国
の
火
山
は
勿
論
外
観
の
も
の
ま
で
通
児
す
る
に
'
大
き
な
地
溝
線
に
滑
っ
て
噴
出
し
死
火
山
だ
い
ふ
も
の
は

ま
こ
亡
に
少
な
い
'
而
し
て
若
し
有
れ
ば
著
し
い
『
ア
ル

カ
-
』
岩
の
火
山
で
あ
る
P
我
閥
の
火
山
の
如
き
は
殆
.rAJ,
令

部
に
近
い
も
の
が
'
極
-
短
小
な
浅
い
地
製
綿
に
沿

う
て
噴
出
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡(『地
溝
線
ビ
造
山
帯
』
地
班
革

評
論
.
第
四
愈
上
p

一
九
二
八
'
塵
照
)'
故
に
著
者
は
火
山
を
次
の
二
種
に
分
う
必
要
を
寵
め
る
｡

北
日
本
の
火
山
梓

二九

三
三



地

球

飾
九
食

餌

二
班

三
〇

三
川

1
.

撞
き
所
(
恐
ら
-
十
粁
以
内

)に岩
壁
の
根
原
を
有
す
る
火
中

.･････多
-
の
火
山
は
之
に
風
す
｡

二
'
況
き
研
(
恐
ら
-
百
粁
以
上
)
に
堪
原
を
有
す
る
火
山
-
･･･少
数
の
も
の
之
に
属
す
｡

滑
著
者
は
地
球
の
内
部
を
次
の
如
-
分
つ
(『
摺
曲
だ
陸
塊
運
動
』
地
排
撃
評
論
第
三
巷
下
､

1
九
二
七
､
塵
照
)

シ
ァ
ル
暦

シ
マ
暦

(科名) (さ揮 )

滞欧柔 2-5粁

:tIi闇､た

ヰ亡

】

(

ビ0

56

一

〇

0

0

0

0

2

LD

9

1

1

2

根
源
の
洩
い
火
山
だ
い
ふ
の
は
堅
硬
骨
叉
は
柔
軟
昔
の
内
部
で
岩
濃
が
新

た
に
作
ら
れ
る
も
の
.
深
い
火
山
だ
は
可
俗
骨
の
岩
石
が
魔
力
の
奨
動
の

為
め
に
絡
げ
て
岩
渠
ど
な

-
'
長
い
道
を
辿
っ
て
地
表
に
逢
し
た
も
の
で

あ
る
'
勿
論
途
中
の
種
々
の
操
さ
の
と
こ
ろ
に
'
幾
回
も
岩
壁
潤
を
作
る

こ
･,J
は
脊

-
縛
る
の
で
あ
る
｡

然
ら
ば
我
間
の
火
山
の
如
き
赦
源
の
浅
い
も
の
は
'
如
何
に
し
て
岩
壁
の

供
給
を
得
る
か
.Rl
い
ふ
に
'
其
れ
は
高
熱
に
基
-
既
成
岩
石
の
路
剛
で
あ
る
､
高
熱
の
原
因
は
種
々
の
瓦
斯
の
化
合

熱
で
あ
ゎ
'
瓦
斯
の
根
源
は
下
方
の
塵
質
背
中
'i
起
る
鼻
豊
作
川
で
あ
る
｡

歩
質
作
用
の
姑
基
礎
蕉
す
る
元
期
は
S
､
H
.

cl､
0
t
C

fll等
で
あ
っ
て
､
蓮
等
が
浅
い
･1J
こ
ろ
ま
で
は
畢
猫
に

小
梨
櫨
を
橡
ふ
て
出
て
凍
る
け
れ
ど
も
､
遂
に
骨
合
す
7秒
に
至
れ
ば
猛
烈
に
燃
焼

し
て
高
熱
を
磯
生
し
､
其
の
結
束

ビ
し
て
鍾
す
る
も
の
は
､
既
成
の
岩
桁
を
鋲
か
し
た
岩
雄
だ
､
tJはS
V
S
O
B,
C

O
は二
520
)H
C
7)
等
の
瓦
斯
で
あ
る
｡

こ
れ
が
大
抵
の
火
山
の
根
源
で
あ
っ
て
､
其
れ
が
造
山
櫛
に
関
係
す
る
仕

方
は

､
造
山
帯
の
下
部
で
は
噂
質
作
用
が

活
潜
で
あ
る
か
ら
'
従
っ
て
瓦
斯
の
教
重
畳
が
多
い
事
に
依
る
の
で
あ
る
､
其
の
外
に
地
裂
線
も
亦
多

い
か
ら
克
新

の
r移
動
や
骨
倉
に
多
-
の
便
宜
を
輿

へ
る
こ
ど
-
亦

一
つ
の
桝
由
で
あ
る
.



瓦
斯
の
燃
焼
熱
に
依
て
火
山
を
説
明
す
る
撃
説
は
､
瓦
斯
吹
管
詮
だ
唱

へ
近
頃
水
間
の
『
カ
ー
ネ
ギ
ー
』
研
究
所
の
尊

者
等
に
依
っ
て
､
次
筋

に
頚
要
職
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
だ
こ
ろ
で
あ
る
｡

三

火

山

帯

の
設

定

火
山
の
根
源
及
び
造
山
雅
に
禍
す
る
上
述
の
如
き
考

へ
に
基
い
で
火
山
帯
を
設
定
す
る
に
は
､
骨
然
岩
石
の
成
分
な

で
に
は
茸
き
を
置
か
L･i
い
､
其
の
他
､
地
形
上
の
型
式
別
や
解
析
の
堆
皮
な
'/"
に
も
決
し
て
速
は
さ
れ
て
は
成
ら
ぬ

の
で
.
た
ゞ
地
騰
構
造
銅
係
(
造
山
帯
ど
の
)
･lJ
､
年
代
BH
係
(
造
山
期
ど
の
)
だ
に
基
-
こ
だ
が
必
要
な
の
で
あ
る
､

未

だ著
者
の
頭
臓
中
に
完
全
な
火
山
帯
の
考

へ
が
出
凍
て
ゐ
る
わ
け
で
は
無
い
が
'
厘
起
る
富
士
昔
だ
那
須
昔
ど
の

問
題
も
あ
る
か
ら
､
北
日
本
の
火
山
群
に
就
て
著
者
の
.考

へ
て
ゐ
る
ど
こ
1
ろ
を
､
左
の
如
き
未
に
し
て
示
す
こ
ど
ゝ

し
た
'
霜
に
掲
げ
た
造
山
帯
の
柾
群
だ
名
称
bJに
放
て
は
､
『
北
日
本
の
地
質
筒
に
就
て
』
(
地
坪
畢
評
論
肇

二
食
上
'

一
九
二
七
)
を
塵
照
さ
れ
庇

い
｡

造

山

帯

千

仏

山

樺
太

山

奥
羽

山

･;

=

:_

越
後

山

火

山

櫛

脈
･･･-
千

砧

火

山

群

脈
,･････棚

太

火

山

輝

脈
･･････那
列

火
山

狩

朕
･･,･･
息

桁
火

=_
秤

I.
,･
･∴

言

.=･I:=･
･･
=蒜
J.)

撞

山

背

火

山

帯

低
地
や

能
茸
山
脈
･･････甘

さ
,
火

=P
肺

常

磐

山

脈

‥

･-
甘

rt

,
九
州

肝

三

浦
｡
好
絶
山
脈
･･･-
･甘

,̂･,
火

山

肝

小

生

原

山

脈
-
･･･拭

+
;
火

山

柑

火
山
帯
の
命
名
に
は
成
る
べ
-
造
山
帯
の
名
節
を
探
る
こ
ど
,̂･J
に
L
庇
い
ビ
皿

ふ
例

へ
ば
前
記
の
千
島
火
山
帯
や
緋

北
日
本
の
火
-;
榔

tこT

r二
.i
.



地

球

節
九
篠

節
二
舶

≡
!

三

六

太
火
山
帯
の
如
-
に
し
庇
い
の
で
あ
る
が
.
既
に
世
に
布
は
れ
で
有
名
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
は
.

其
儀
火
山
名
を
冠

し
て
罷
-
の
も
よ
か
ら
-
ビ
息
ふ
'
但
し
越
後
山
鹿
に
件
ふ
火
山
帯
に
就
て
は
傭
彦
火
山
帯
だ
い
ふ
古
い
名
箱
を
復

活
す
る
方
が
よ
い
か
p
或
は
越
後
火
山
帯
ビ
い
ふ
新
名
を

設
-
る
方
が
よ
い
か
未
定
で
あ
る
｡

以
上
の
考

へ
方
に
て
ぎ

〕
し
て
も
解
決
の
付
か
な
い
の
は
'
東
は
高
原
火
山
p
北
は
妙
高
火
山
､
南
は
八
ヶ
岳
'
及

び
是
等
の
間
に
挟
ま
れ
て
ゐ
る
諮
火
山
で
あ
る
0
奥
羽
山
豚
は
那
須
を
南
端
だ
し
､
其
れ
以
南
若
-
は
以
西
に
及

ぼ

す
､
小
笠
原
山
脈
は
富
士
を
北
端
だ
し
て
､
其
の
北
を
『
へ
』
の車
形
に
限
る
三
浦
◎房
細
山
･脈
の

1
部
な
る
､
天
守
⑳

御
坂
山
腹
が
有
る
か
ら
'
其
れ
を
横
断
し
て
富
士
昔
が
北
方
に
縛
-
}J
も
恩
は
れ
な
い
し
.
叉
那
須
昔
が
此
所
に
頂

-
ど
も
考

へ
ら
れ
な
い
の
で
.
大
に
迷
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
日
下
の
所
で
は
是
等
の
所
属
不
明
の
火
山
の

1
部
紘

越
後
山
豚
に
闘
係
さ
せ
て
考

へ
度
い
や
う
に
も
放
っ
て
ゐ
る
.
即
ち
寝
間

◎
白
根
及
び
其
れ
以
北
の
列
立
火
山
の
如

き
は
特
に
触
り
で
あ
る
'
此
の
問
題
に
就
で
は
長
野
腺
や
群
掲
楳
あ
た
rD
に
在
住
の
熱
心
な
研
究
家
の
和
親
カ
を
希

っ
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
｡


